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◆ 大阪  「変えたらアカン憲法９条」　　　

■ 寝屋川駅にはいつも新婦人

５月１６日の中央行動に１１名が参加した新婦人。各支部が連日の宣伝行動をつづけています。寝屋川支部は、時間を見つけてはミニ宣伝し、知り合いが通ると「新婦人しんぶん」の購読も訴え、新聞もふえています。「寝屋川の駅を通ると新婦人しんぶんをすすめられるわよ」と話題になるほど。

■ 南河内共同センター　５５０人が小森講演で確信

　５月２０日、南河内共同センターは「南河内のつどい」を開催。マリンバ演奏を楽しむとともに、小森陽一さんの講演を会場あふれる５５０人が学び、一人ひとりが憲法９条を語って改憲策動を封じ込めようと確信を深めました。

■ 泉南市平和の会、民医連も

泉南市平和の会は、５月１９日、大阪労連神谷書記次長を講師に学習会。５０人が参加しました。５月１８日、大阪民医連９条共同センターは、「従軍慰安婦」問題で学習会を開催。在日韓国民主女性会大阪本部事務局長の方清子（ﾊﾟﾝ・ﾁｮﾝｼﾞｬ）さんが、「日本軍『慰安婦』問題が問いかけるもの～戦争と性暴力の歴史を通して考える」と題して講演しました。
◆ 兵庫 自民・公明の暴走に抗議！各地でデモや宣伝

■ 宝塚九条の会など市内の１３団体が「国民投票法案反対宝塚実行委員会」を４月中旬に立ち上げ、国会議員への要請・抗議・FAXなどを旺盛に取り組むとともに、宝塚駅ターミナルなどで大量宣伝を繰り返しました。
■ 西宮女性九条の会約４０人は、５月７日昼休み西宮市役所前に集まり、阪神の駅前まで「だーいすき憲法九条！」の横断幕をかかげて行進しました。
■ ５月８日夕刻神戸メリケンパークには労働組合などで構成する「平和憲法を守る兵庫県連絡会」主催の集会に４００人が集まり、元町駅までデモを行い勤め帰りの人々に訴えました。
■ ５月１２日午後、須磨区平田公園には須磨区憲法共同センターや須磨区の各九条の会からのぼり、手作りプラカード、横断幕などを持って１００人を超える人たちが参加しました。公園近くのマンション住民も「大変大事なことです」と参加され、板宿ダイエー前まで行進しました。
■ ５月１４日午前、参議院本会議は自民・公明によって「国民投票法案」を可決してしまいました。この昼緊急に憲法共同センターは元町駅東口で抗議の宣伝行動を行いました。参加したのは新婦人県本部、兵庫労連、国家公務員労組、兵庫高教組、兵商連、国民救援会県本部、治安維持法国賠同盟などから約２０人。通行人は緊急チラシに見入っていました。
■ 怖い動き・・身近にひしひし、伊丹自衛隊基地で”戦争”イベント！

　５月１３日陸上自衛隊第３師団創立４６周年の千僧駐屯地。観閲式には８５０人が戦車などで行進。さらに戦車、ヘリ、空砲などで地響きと強音・・すさまじい中３００人が戦車に乗る体験コーナーに鈴なりました。さらに６月１１日には迷彩服に銃を持つ７０人が朝７時伊丹基地から猪名川河川敷を経て多田神社で昼食、さらに白昼行進を午後４時まで、実施します。わざわざ市民や学校近くも通る気味悪い示威行進です。
◆ 被爆地・ヒロシマは怒りに燃える　

改憲手続き法（国民投票法）成立強行をうけた５月１４日、１８時３０分より「憲法と平和を守る広島共同センター」主催の緊急抗議集会とデモが開催されました。緊急の提起にもかかわらず、約100名が駆けつけました。

集会では主催者・自治体労働組合・政党につづき全司法広島支部出身の岡久母親連絡会代表が女性と母親の立場から平和の大切さを訴えました。

　また、４月に広島で講演された品川正治さん（経済同友会終身幹事）の「わたしたち国民が国民投票法でＮＯを言えば憲法改悪は防げる！」の言葉も紹介され、新たな闘いにむけた展望をみいだしました。

最後にアピールを採択し、すぐさま首相官邸にＦＡＸ送信をしました。集会後、広島中心街の本通商店街をデモ行進し、市民に「平和を守ろう！９条改悪反対」を訴えました。（中国ブロック国公　辻岡事務局長）

◆ 映画「日本の青空」、全国各地で公開進む！

　日本国憲法誕生の真相を描いた映画「日本の青空」（監督・大澤豊）は、３月中旬から全国各地で有料試写会が行われ大好評です。３０日現在２００箇所以上で計画されており、その数は日毎に増えています。
ＮＨＫ教育テレビは５月６日、「焼け跡から生まれた憲法草案」を再放送しましたが、このドキュメンタリーも映画「日本の青空」と同じく、連合国軍総司令部（ＧＨＱ）が日本政府に手渡した憲法草案の基礎となったのは、憲法学者・鈴木安蔵らの「憲法研究会」案だった、という歴史の事実を描いていました。

映画「日本の青空」や「焼け跡から生まれた憲法草案」を見れば、安倍首相らが唱える「押し付け憲法」論の破綻は明白です。「日本の青空」の公開日程は、以下のサイトをご覧ください。　http://www.cinema-indies.co.jp/aozora/preview2.html
■ 改憲派の映像利用強まる

　今月１７日、日本の侵略戦争を美化したアニメーションＤＶＤ「誇り」を教材にした教育事業が、文部科学省に採用されたことが明らかになりましたが、改憲派の映画・映像利用が強まっています。東映が５月１２日から全国公開した「俺は、君のためにこそ死ににいく」は、石原都知事がシナリオを書いた特攻隊映画です（残念ながらヒットしなかったようですが）。「南京虐殺はでっち上げだ」とする「南京の真実（仮題）」も改憲派によって製作準備されています。改憲派による映画・映像利用は、今後ますます強まるでしょう。警戒が必要です。

　一方で、５月１９日から公開された井筒和幸監督の「パッチギ！ LOVE & PEACE」に期待が集まっています。

◆ 共同センターの当面の行動提起 

＊＊＊＊　５月１４日の参院本会議で改憲手続き法案が自公の強引な採決強行が行われた直後の１６日に東京で３２００人が参加して開かれた「改憲手続き法強行抗議！憲法闘争の一大強化をめざす5・16中央決起集会」で採択されたアピールの「行動提起」部分を採録します。＊＊＊＊
(1) 改憲の策動がいよいよ具体的になるもとで、住民過半数の世論の結集をめざし、多彩な宣伝・学習、署名活動の本格的推進、これまでの枠組みを超えた広範な共同をつくり出しましょう。

(2) 安倍首相と自民党が改憲を参議院選挙の中心争点に打ち出してきているもとで、残り2ヶ月余の期間の大量宣伝などの取り組みで、自公など改憲派に選挙で厳しい審判を下す世論を全力で喚起しましょう。宣伝カーやハンドマイクなどでの大規模な音の出る宣伝を直ちに開始しましょう。

(3) 運動規制の具体的な内容、意見広告の放送業界の自主ルールや付帯決議など、今後の検討にゆだねられており、監視と取り組みを強めるとともに、ビラ配布等への不当な弾圧とのたたかいを一層重視しましょう。

(4) 教育改悪三法案、米軍再編法案、イラク特措法延長法案、集団的自衛権の解釈改憲の策動など、憲法改悪とつながる改悪法案や動きに対して全国でたたかいを強めましょう。
　短信･ホットライン　
■ 「九条の会」学習会のお知らせ
◇ テーマ／安倍内閣と集団的自衛権問題

◇ 日　時　６月９日（土）１３：３０～１６：３０

◇ 場　所　日本教育会館８Ｆ第２会議室

地下鉄神保町駅下車徒歩５分／定員１６８人

◇ 講　演　渡辺治（九条の会事務局、一橋大教授）、三木睦子ほか

◇ 主　催　九条の会

◇ 参加費　８００円
     （お問い合わせは九条の会事務局へ電話03-3221-5075 mail@9jounokai.jp）
■ 「九条の会」　１１月に第２回全国交流集会
「九条の会」は11月24日(土)に第２回全国交流集会を東京で開きます。その全国集会に向けて５月２６日、「九条の会」はアピール(「新たな運動の高まりの上に全国交流集会の成功を」）を発表、６月１１日には第１回実行委員会を開催し、本格的な準備に入ります。

■ 安倍内閣の支持率急落－(要旨)
★2007年5月28日　毎日世論調査
内閣支持率３２％に急落　不支持率は４４％　安倍内閣の支持率

　毎日新聞は２６、２７両日、電話による全国世論調査を実施した。安倍晋三内閣の支持率は３２％で、４月の前回調査比１１ポイント下落、昨年９月の政権発足以来最低となった。不支持率は４４％で最高となり、２、３月の調査と同様に支持を上回った。
★07/05/28　日経調査

内閣支持率41％に急落、仕事ぶり「評価せず」49％

　日本経済新聞社が25―27日に実施した世論調査で、安倍内閣の支持率は4月の前回調査から12ポイント急落し、政権発足後最低の41％となった。不支持率は44％と7ポイント上昇し、2カ月ぶりに「不支持」が「支持」を上回った。安倍内閣の仕事ぶりも「評価しない」が49％となり、「評価する」の33％を引き離している。
★2007年05月29日　朝日新聞

内閣支持率が急落、３６％　本社世論調査

　参院選に向けて朝日新聞社が実施した第３回の連続世論調査（２６、２７日。電話）によると、安倍内閣の支持率は３６％、不支持率は４２％で、第２回調査（１９、２０日）の支持４４％、不支持３６％と比べて支持が急落した。内閣支持は４月以降、復調傾向で支持が不支持を上回っていたが、再び逆転した。












